
第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

令和６ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 入門・ 発展コ ース ）

１  団 体 名 　 平塚ゆかり の作家　 中勘助を 知る 会

２  事業名   中勘助が平塚に居を 構えて１ ０ ０ 年記念事業

３  コ ース 区分
　    ・ 補助額

　 （ 以下のど ちら かのコ ース を ○で囲んでく ださ い。 ）

４ １ 万円
入門コ ース 　 ・  発展コ ース

日
４  実施期間

（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ 月 １ 日 ～ 令和７ 年 ３ 月 ３ １

５  事業の目的

　 中勘助が平塚に居を 構えて１ ０ ０ 年
　 　 　 　 ⇒　 よ り 多く の市内外の人々に、 平塚における 中勘助の文学的功績を
　 　 　 　 　 　 知って貰う
　 　 ●文化的要素が少ない街と 云われて来た平塚
　 　 　 　 ⇒　 豊かな自然環境の中に、 中勘助が記し た素晴ら し い詩や文章がある 。
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 余り 知ら れていない）
　 　 ●中勘助の平塚時代のこ と は『 し づかな流』 に活写さ れている 。
　 　 　 　 ⇒　 詩や文書を活かせば、 文化薫る 街にでき る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 中勘助を知って貰う 活動が必要）
　 　 　 　 　 　 講演会、 読書会、 中勘助の散歩路を歩く 会等を 開催。
　 　 ●文学碑を 出発点と し て、 随所で詩の朗読をし ながら 、 中さ んの散歩路を
　 　 　 　 　 　 市民と 共に散策
　 　 　 　 ⇒　 散歩路の拡大図・ ビュ ーポイ ント を掲載　 ＜広く 告知＞

申請書と 同じ 内容を 記
入し てく ださ い。

６  実施し た内容
　 ◆「 中さ んの散歩路」 コ ース 看板の設置
　 　 　 設置工事（ ０ ９ ／１ ７ ） 、 竣工式（ ０ ９ ／１ ８ ）
　 　 　 中勘助碑に隣接する 形で、 鮮明な案内看板を 設置。
　 　 　 散歩路の紹介に寄与する と 思われま す。
　 ◆記念講演会 ＆ コ ンサート の開催
　 　 　 チラ シ１ ０ ０ ０ 部を作成（ ０ ９ ／１ ６ ） し 、 中央公民館・ 図書館・ 博物館・
　 　 　 美術館に配架。 併せて、 会員を 通じ て参加者を勧誘。 　 同時にホームページ
　 　 　 にて開催案内を 告知（ ０ ９ ／１ ６ ）
　 　 　 市の広報（ １ ０ ／０ ５ ） を受け、 一斉に募集開始。 　 博多・ 東京・ 鎌倉等、
　 　 　 遠地から も 参加希望有り ‥応募者多数にて募集制限を ご案内（ １ ０ ／２ ８ ）
　 　 　 満場の参加者にて記念講演会 ＆ コ ンサート を開催（ １ １ ／９ ）
　 　 　 　 ⇒　 中勘助のフ ァ ンは全国に存在する 事を 知った。
　 　 　 ホームページ掲載（ １ １ ／２ ６ ） ＜協働推進課のご協力によ り 動画も 掲載＞
　 ◆当会発足から １ １ 年　 活動記念誌を発行
      上記イ ベント の終了を以って編纂に着手（ １ １ ／１ ６ ）  書式・ 書体・ 表裏
　 　 　 表紙の決定・ 役員分担によ る 起草を決定（ １ ２ ／２ ２ ）
　 　 　 中間レ ビ ュ ー（ ０ １ ／１ ２ 、 ２ ５ 、 ０ ２ ／０ ８ 、 １ ５ 、 ２ ２ ）
　 　 　 編纂に注力（ ～０ ３ ／０ ６ ） 印刷投函（ ０ ３ ／０ ７ ）
　 　 　 ６ ７ 頁６ ０ ０ 部・ 印刷完了（ ０ ３ ／２ ０ ）
　 　 　 新年度に、 図書館・ 博物館・ 美術館・ 小中学校等の教育施設に配付予定

活動・ 事業の実績（ 実
施内容・ 実施日・ 場
所・ 参加人数など ） に
ついて具体的に記入し
てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があっ た場合はその変
更点と 理由を 記入し て
く ださ い。
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９  今 後 の
　  事業展望等

　 ◆『 し づかな流』 が絶版の現状を踏ま え、 既成概念（ 中勘助のフ ァ ンは高齢者が
　 　 多い、 パソ コ ン・ メ ールが使えない） を 凌駕する 考えのも と 、 書画に取り 組み
　 　 底辺の拡大を図る 。

　 ◆平塚における 地道な中勘助活動を ＨＰ 掲載によ り 全国へ発信、 平塚での中勘助
　 　 を、 よ り 多く の人と 学び、 広めたい。
、

活動・ 事業について今
後も 継続的に行う も の
であれば、 その計画
や、 団体と し ての今後
の活動計画・ 事業展望
等を 記入し てく ださ
い。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

　 ◆「 中さ んの散歩路」 コ ース 看板の設置
　 　 　 散歩路・ コ ース 看板が出来ま し た。 中勘助が詩文に認めた往時の情景を
　 　 知る と 共に、 文学散歩によ り 健康増進の機会を 得ら れる よ う になった。

　 ◆記念講演会 ＆ コ ンサート の開催
　 　 　 会員によ る 地道な勧誘、 ひら つか市広報誌への掲載、 タ ウ ンニュ ース 誌・
　 　 　 読売新聞への掲載で、 予想以上の来場者。
　 　 　 平塚界隈から の多数の参加者、 並びに東京・ 鎌倉・ 二宮方面から も お越し
　 　 　 頂き 、 開場時には待ち行列が発生、 急遽席数を増やし 対応。
　 　 　 参加者から 、 以下の様な声が寄せら れていま す。
　 　 　 　 ◎素晴ら し い企画・ 構成で、 と ても 良かっ たです。 　 文学に触れ・ 音楽も
　 　 　 　 　 楽し んで、 充実し た半日を 過ごせま し た。
　 　 　 　 ◎素敵な詩と 朗読・ 絵画と 音楽の世界でし た。 ポス タ ーの絵が中勘助の
　 　 　 　 　 世界観と 一体でし た。 　 中さ んの想いは人・ 植物・ 動物・ 地球に対し て
　 　 　 　 　 と ても 先進的だったこ と が知れて良かっ たです。
　 　 　 等々『 平塚ゆかり の作家　 中勘助』 の認知度アッ プに大いに貢献。
　 ◆当会発足から １ １ 年　 活動記念誌を発行
　 　 　 期間中に収集し た中勘助の情報、 並びに中勘助の慣用句『 ご縁ですね』 を
　 　 　 体現化し た随筆を読み易い形で収録。 お仲間勧誘に活用可

活動・ 事業を 実施し た
こ と で良かっ た点、 得
ら れた成果、 確認さ れ
た効果など について記
入し てく ださ い。

ま た、 アン ケート 等で
参加者や受益者（ サー
ビス を 受けた方） の評
価がわかる 場合は、 記
入し てく ださ い。

８  反省点・ 課題

　 ◆ビッ グ・ イ ベント （ 記念講演会 ＆ コ ンサート の開催） に注力する 必要が
　 　 あっ たこ と から 活動記念誌の発行・ 着手に遅れが生じ た。
    同様に、 本年は「 中勘助の散歩路」 ウ ォ ーク を 実施する こ と が出来なった。

　 ◆幅広く 集客出来、 中勘助フ ァ ンが全国に存在する こ と を 知った
　 　 更に情報発信し 、 平塚ゆかり の作家　 中勘助を 広めたい。
　 　 講演会の後工夫し た施策ですが、 サイ ト の認知度も 高ま った事から 、 Ｗｅ ｂ
　 　 集客・ 問合せをよ り 簡易に行える 仕組みを構築し た。 〔 改善済み〕

　 ◆『 平塚ゆかり の作家　 中勘助』 が、 平塚に有り ！を衆知頂く ためには的確な
　 　 情報発信が望ま れる 。
　 　 　 　 次年度企画『 し づかな流』 市民によ る 手書復刻プロ ジェ ク ト  の情報発信
　 　 に今後努める 。

活動・ 事業を 実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を 検討し た
り 、 解決を 図っ た場合
は、 その内容を 記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書

※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を 記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

会の負担

寄付金

Ａ Ｂ 740, 514 円 × 80 ％ ＝ 592, 411 円

補助限度額 410, 000 円

項　 　 目

250, 000 154, 180

（ 250, 000 ） （ 150, 000 ）

100, 000 180, 000

（ 100, 000 ） （ 180, 000 ）

15, 990 8, 686

（ 0 ） （ 0 ）

134, 600 376, 962

（ 60, 000 ） （ 80, 000 ）

7, 230 20, 686

（ 0 ） （ 0 ）

4, 800 0

（ 0 ） （ 0 ）

5, 000 0

（ 0 ） （ 0 ）

Ｃ 517, 620 Ｄ 740, 514 Ｄ －Ｃ

（ 410, 000 ） （ 410, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 740, 514 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円
【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額 を 記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を 添付し てく ださ い。

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

410, 000 410, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

7, 620 20, 514 12, 894 団体会員年会費の一部を 事業費に充当

100, 000 310, 000 210, 000 活動の賛同者から の寄付

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

工事費（ 案内看板
等作成設置費）

154, 180 -95, 820

消耗品費 8, 686 -7, 304 コ ピ ー代3, 340円　 封筒1, 650円　 イ ンク 代等3, 696円

具体的な内容（ 積算根拠等）

収入合計 517, 620 740, 514
Ｂ －Ａ

222, 894
発展コ ース ： 補助対象経費

製作費コ ジマ美装社154, 000円、 みど り 公園課登録費180円

講師謝礼 180, 000 80, 000
木内講師30, 000円、 作曲家中村氏30, 000円
テノ ール歌手50, 000円、 ピ アノ 演奏35, 000円
調律25, 000円　 絵描写10, 000円

印刷・ 製本代　 600部

　 ハガキ300枚×63円　 切手94円×19

広告宣伝費 0 -4, 800 会員によ り 対応

印刷費 376, 962 242, 362

通信運搬費 20, 686 13, 456

740, 514 0

　 使用料 0 -5, 000 社会教育課協賛によ り 免除

支出合計 740, 514 222, 894

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □
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1

２０２５年０３月３１日

平塚ゆかりの作家 中勘助を知る会

中勘助が平塚に居を構えて１００年記念事業

1

〔発展コース〕
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2

活動状況を画像にて紹介

文学碑の近傍にコース看板を設置 散歩路の全貌を一望頂けます。

詳細はHPに掲載 https://shonan-hills.com

満席の開場様様①

見聞と健康維持を兼ねて
ウ ォーキング

講演会＆コンサート
案内チラシ

－41－
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3

木内教授講演様様満席の開場様様②

迫力のある歌唱ンサート 関係者の集合写真
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4

活動誌の納品状況 活動誌の冊子状況

当会発足から１１年 活動記念誌を発行
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第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

５  事業の目的
平塚市の皆さ んと 本法人が受け入れた海外から の柔道家が、 国際交流を通じ 異文化につ
いての理解を深め、 平和について考え、 学び共有する 場をつく る 。
本法人は、 2019年よ り 、 自国において様々な理由で柔道の指導方法を習得する こ と が困
難な柔道家を対象に、 指導者を育成する ための研修（ 国際柔道コ ーチングセミ ナー） を
実施し ていま す。 （ 2020～2022年度は新型コ ロ ナウ ィ ルス 感染症の影響で実施せず） 、
2023年に４ 年ぶり と なる セミ ナーを開催し ま し た。 セミ ナーは、 柔道の世界ト ッ プレ ベ
ルの東海大学を拠点と し て、 柔道の修養だけではなく 、 広島平和記念資料館を訪問し 平
和について考え、 京都で日本文化に触れる などの機会を提供し ていま す。
そこ で、 本法人はこ の活動を発展する ために、 柔道家だけではなく 、 平塚市の皆さ んが
参加する こ と のでき る 交流会を実施し 、 普段かかわる こ と のない国々の方々と の幅広い
交流を通し て、 言語や地域の違いを越え、 異文化を理解する ための学び共有する 場を提
供する こ と を目的と し ま す。

申請書と 同じ 内容を 記
入し てく ださ い。

６  実施し た内容
平塚市民が、 海外の柔道家と 国際交流を行う こ と を目的にし 、 次の事業を実施し ま し た。
１ ． 交流会 （ 1回実施）
2024年10月22日　 平塚ろう 学校　 参加人数23名・ 外国人参加者6カ国6名
２ .  柔道交流
海外から の柔道家と 平塚市の柔道家の交流の場を提供し た。
①フ ラ ンス
2024年4月16日　 平塚市総合体育館　 参加人数約120名・ 外国人参加者27名
②コ ス タ リ カ・ カナダ
2024年8月15日　 平塚市総合体育館　 参加人数約100名・ 外国人参加者2名
③コ ソ ボ・ カンボジア・ アゼルバイ ジャ ン・ ベネズエラ ・ ラ ト ビア・ ポーラ ンド
2024年10月22日　 平塚市総合体育館　 参加者人数約120名・ 外国人参加者6名
④ベネズエラ
2024年11月23日　 直心館中西道場　 参加者人数21名・ 外国人参加者1名
３ .  出前講座（ 2回実施）
①2024年8月15日　 平塚市総合体育館　 参加人数約100名・ 外国人参加者2名
②2024年10月22日　 平塚ろう 学校　 参加人数23名・ 外国人参加者6カ国6名
③2024年10月22日　 平塚市総合体育館　 参加者人数約120名・ 外国人参加者6名
４ . その他（ 東京都在住の担当ス タ ッ フ１ 名について）
平塚ろう 学校で先生方と 打合せと 下見（ 7/9） 、 10/22のイ ベント について東海大学で打合せ
（ 8/20） 、 10/22の講師（ デフ柔道家） と の打合せ（ 9/28）

活動・ 事業の実績（ 実
施内容・ 実施日・ 場
所・ 参加人数など ） に
ついて具体的に記入し
てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があっ た場合はその変
更点と 理由を 記入し て
く ださ い。

日
４  実施期間

（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ 月 １ 日 ～ 令和７ 年 ３ 月 ３ １

３  コ ース 区分
　    ・ 補助額

　 （ 以下のど ちら かのコ ース を○で囲んでく ださ い。 ）

33 万円
入門コ ース 　 ・  発展コ ース

令和６ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 入門・ 発展コ ース ）

１  団 体 名 認定特定非営利活動法人JUDOs

２  事業名 海外柔道家と 平塚市の皆さ んと の交流事業
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９  今 後 の
　  事業展望等

令和6年度は、 本法人の活動を紹介し 、 「 国際協力と は何か」 を考える 場を提供し ま し
た。 し かし 、 国際交流に関心のない方々へのアプロ ーチには課題があり ま し た。
来年度から は、 引き 続き 柔道を通し た国際交流の輪を広げつつ、 よ り 多く の市民が興味
を持てる 取り 組みと し て、 一般市民向けの「 柔道エク ササイ ズ」 を実施し ていき たいと
考えていま す。

ま た、 令和7年には、 日本で初めてデフリ ンピッ ク が開催さ れま す。 こ れに伴い、 ろう
学校での柔道交流を引き 続き 実施する と と も に、 デフ 柔道家と の交流も 積極的に進めて
ま いり ま す。

活動・ 事業について今
後も 継続的に行う も の
であれば、 その計画
や、 団体と し ての今後
の活動計画・ 事業展望
等を 記入し てく ださ
い。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

1． 　 国際理解の促進
様々な国の柔道家と 交流を持つこ と で、 異なる 文化や価値観への理解が深ま り ま し た。
参加者から は「 実際に外国人と 交流し て、 はじ めは緊張し たけど、 段々と 楽し く なって
き た」 と いう 声があり 、 異文化交流の意義を実感する 機会と なり ま し た。
2. 　 英語学習のモチベーショ ン向上
海外の柔道家と の会話を通じ て、 英語を実践的に使用する 場面が多く あり ま し た。 参加
者の中には英語だけではなく 「 ス ペイ ン語を話し たのが、 面白かった！」 と いう 感想も
あり 、 言語を通じ た交流の楽し さ を実感する と と も に、 英語や他の言語を学ぶ意欲の向
上につながり ま し た。
3. 　 平塚市の認知度向上
平塚市を訪れた海外の柔道家は、 市民の温かなおも てなし や優し さ に触れ、 その魅力を
知る こ と ができ ま し た。 そし て、 その経験が発信につながる き っかけと なり ま し た。
4. 　 社会課題に目を向ける 機会提供
紛争を経験し ている 地域から の参加者と の交流を通じ て、 実際の状況を知る こ と ができ
ま し た。 参加者から は「 紛争について考える き っかけになった」 と いう 声も あり 、 国際
的な社会課題への理解を深める 貴重な経験と なり ま し た。

活動・ 事業を 実施し た
こ と で良かっ た点、 得
ら れた成果、 確認さ れ
た効果など について記
入し てく ださ い。

ま た、 アン ケート 等で
参加者や受益者（ サー
ビ ス を 受けた方） の評
価がわかる 場合は、 記
入し てく ださ い。

８  反省点・ 課題
本法人は柔道を通じ た活動を行う 団体である ため、 出前講座のみを実施する のは難し
かった。 ま た、 柔道関係者以外と のつながり が少なく 、 一般の方々への周知が十分にで
き なかった。

そこ で、 柔道交流や柔道体験教室の前後に、 本法人の活動紹介や外国人柔道家の出身国
の紹介などを行い、 よ り 多く の人に興味を持っても ら える よ う 工夫し た。

出前講座と いう 話をする 事業ではなく 、 「 柔道エク ササイ ズ」 と し て柔道を身近に感じ
ていただき ながら 、 一般市民の方々と 交流をする 事業を検討し た。 （ 市民活動推進補助
金には申請をし ていないが、 実際にイ ベント 行ったと こ ろ好評だった）

ま た、 ろう 学校では、 日本語・ 英語・ 手話通訳など、 予定し たよ り 多く の方々の協力が
必要でし た。

活動・ 事業を 実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を 検討し た
り 、 解決を 図っ た場合
は、 その内容を 記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書

※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を 記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

寄附金

Ａ Ｂ 369, 035 円 × 90 ％ ＝ 332, 131 円

補助限度額 330, 000 円

項　 　 目

80, 500 64, 142

（ 72, 000 ） （ 60, 000 ）

240, 000 217, 055

（ 216, 000 ） （ 196, 000 ）

39, 285 27, 825

（ 35, 000 ） （ 20, 000 ）

10, 000 3, 460

（ 9, 000 ） （ 3, 000 ）

26, 000 6, 553

（ 23, 000 ） （ 6, 000 ）

50, 000 50, 000

（ 45, 000 ） （ 45, 000 ）

（ ） （ ）

Ｃ 445, 785 Ｄ 369, 035 Ｄ －Ｃ

（ 400, 000 ） （ 330, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 439, 035 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円
【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額 を 記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を 添付し てく ださ い。

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

400, 000 400, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

45, 785 39, 035 -6, 750 法人への寄附金

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

消耗品費 64, 142 -16, 358

印刷製本費 27, 825 -11, 460
展示印刷用パネル1, 855円×15枚=27, 825円（ 印刷は東海大学のプリ ン タ ーを
使用し たため金額変更）

具体的な内容（ 積算根拠等）

収入合計 445, 785 439, 035
Ｂ －Ａ

-6, 750
発展コ ース ： 補助対象経費

書類用紙A4（ 4, 170円） ×2箱＝8, 340円、 印刷用ト ナー（ マゼン ダ9, 533円、
シアン 9, 714円、 イ エロ ー9, 800×2、 ブラ ッ グ8, 870円＝47, 717円） 、 フ ラ ッ
グ2, 695円×3枚＝8, 085

謝金 217, 055 -22, 945
講師への謝金22, 274円×5名＝111, 370円、 通訳への謝金22, 274円、 臨時ス
タ ッ フ 謝金10, 000円×5名、 11, 137×3名＝83, 411

通信運搬費 3, 460 -6, 540 切手（ 84円×30＝2, 520、 94円×10＝940） 講師への案内や書類の発送のため

旅費・ 交通費 6, 553 -19, 447
ろ う 学校下見7/9： 荻窪から 1, 612円、 平塚柔道協会と の交流日8/15： 駐車場
300円、 東海大学での打合せ8/20： 荻窪から 1, 612円、 東京学芸大での打合せ
9/28： 荻窪から 860円、 ろ う 学校イ ベン ト 日10/22： 荻窪から 2, 169円

使用料 50, 000 0 会場使用料（ 直心館50, 000円）

支出合計 369, 035 -76, 750

369, 035 70, 000 余剰金70, 000円は返還し ま す。

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □
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4月16日平塚市総合体育館

フランスの柔道家と平塚市の子どもたちが交流
－47－



10月22日平塚市総合体育館

コソボ、カンボジア、アゼルバイジャン、ベネズエラ、ラトビア、

ポーランドの柔道家と平塚市の子どもたちが交流

－48－



ベネズエラの柔道家
アンリケリス・バリオスさん（フォロワー11.2万人）にも平塚で
の柔道交流を取り上げていただきました。
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10月22日平塚ろう学校

コソボ、カンボジア、アゼルバイジャン、ベネズエラ、ラトビア、

ポーランドの柔道家と平塚ろう学校の中学生が交流
－50－



8月15日平塚市総合体育館

カナダ、コスタリカの柔道家と平塚市の子どもたちが交流

11月23日 直心館中西道場

ベネズエラの柔道家と平塚市の子どもたちが交流
－51－



第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

令和６ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 組織基盤整備コ ース ）

１  団 体 名 NPO法人湘南平塚き さ わ里地里山ラ ボ

２  活動・ 事業名 講習会指導人材育成・ 財務管理強化

３  補助額 １ ７ 万円

４  実施期間
（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ ３ 月 ３ １ 日

５  組織基盤
　  整備の目的

申請書と 同じ 内容を 記
入し てく ださ い。

・ 既存ス タ ッ フの理論面のレ ベルアッ プを図る 。

・ 新たな講習会指導ス タ ッ フ候補者を発掘する 。

・ 講習会実施・ 内部管理マニュ アルを作成し ノ ウ ハウ を継承し やすく する 。

・ 財務管理のシス テム化を図る 。

月 １ 日 ～ 令和７ 年

６  実施し た内容
●外部講師によ る 研修会3回（ 各９ ０ 分） 実施
　 4月　 「 夏野菜栽培」 　 参加者２ ０ 名
　 9月　 「 秋冬野菜栽培」 参加者２ ０ 名
　 2月　 「 菜園計画」 　 　 参加者２ ２ 名

●NPO法人用会計ソ フト 導入にによ る 財務管理強化
　 5月　 　 パソ コ ン・ 会計ソ フト 導入し 帳簿入力開始
　 10月～　 　 中間決算処理試行、 予実管理実施
　事業の実績（ 実施内

容・ 実施日・ 場所・ 参
加人数、 作成数など ）
について具体的に記入
し てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があっ た場合はその変
更点と 理由を 記入し て
く ださ い。
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９  今 後 の
　  活動計画・
　  事業展望等

事業について今後も 継
続的に行う も のであれ
ば、 その計画や、 団体
と し ての今後の活動計
画・ 事業展望等を 記入
し てく ださ い。

・ 外部講師によ る 研修会の参加者を広く 募集し 、 農園会員や指導ス タ ッ フ 拡大を
　 図り たい。

・ マニュ アルの充実を図る と と も に、 若いス タ ッ フの発掘に注力し 、 次世代に事業を
　 引き 継ぐ 環境を整備し たい。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

事業を 実施し たこ と で
良かっ た点、 得ら れた
成果、 確認さ れた効果
など について記入し て
く ださ い。

●講習会指導人材育成
　 質疑応答も 含め実践的知識のレ ベルアッ プが図ら れた。
　 指導ス タ ッ フを新たに2名増員でき た。
　 講習会実施・ 内部管理マニュ アルを作成し た。

●財務管理強化
　 タ イ ムリ ーな仮決算処理、 予実管理が可能と なり 財務管理機能が強化さ れた。

８  反省点・ 課題
●講習会指導人材育成
　 来年度以降も 人材育成が必要、 外部講師によ る 研修会の継続開催を検討し てゆく 。
　 引き 続き 若手指導ス タ ッ フの増員が必要。
　 継続的にマニュ アルをブラ シュ アッ プし てゆく 必要がある 。
　

●財務管理強化
　 会計処理のシス テムノ ウ ハウ の共有化が必要。

活動・ 事業を 実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を 検討し た
り 、 解決を 図っ た場合
は、 その内容を 記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書 ※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

団体会員の会費

 

 

Ａ Ｂ

項　 　 目

90, 000 90, 000

（ 90, 000 ） （ 90, 000 ）

40, 000 38, 667

（ 40, 000 ） （ 38, 667 ）

40, 000 42, 800

（ 40, 000 ） （ 41, 333 ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

Ｃ 170, 000 Ｄ 171, 467 Ｄ －Ｃ

（ 170, 000 ） （ 170, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 171, 467 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円 【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額を記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を添付し てく ださ い。

171, 467 0

支出合計 171, 467 1, 467

パソ コ ン購入代金 42, 800 2, 800 リ ユース ノ ート パソ コ ン

Ｂ －Ａ
1, 467

具体的な内容（ 積算根拠等）

農園ス タ ッ フ 研修
講師料

90, 000 0 1回９ ０ 分３ 万円×３ 回　 東京農大農学部教授

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

NPO法人会計ソ フ ト
代金

38, 667 -1, 333

収入合計 170, 000 171, 467

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

170, 000 170, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

0 1, 467 1, 467
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  「 講習会指導人材育成・ 財務管理強化」 活動状況（ 写真）  

 

 

 外部講師によ る 研修会            外部講師によ る 研修会 

 

 

 

 

 

NPO 法人用会計ソ フト マニュ アル         購入パソ コ ンによ る 会計データ 入力 
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第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

令和６ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 組織基盤整備コ ース ）

１  団 体 名 ママぎゅ っ と

２  活動・ 事業名 ママブラ ン ディ ン グ

３  補助額 17 万円

４  実施期間
（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ ３ 月 ３ １ 日

５  組織基盤
　  整備の目的

申請書と 同じ 内容を 記
入し てく ださ い。

 1. 団体内のメ ン バー同士でのビ ジョ ン の共有の強化
 2. ママぎゅ っ と の活動に共感し 、 と も に活動し てく れる ママ( パパ) メ ン バーの増

員。
 3. ママぎゅ っ と の活動に共感し 、 と も に活動し てく れる 支援企業の募集　 ( ママ

ぎゅ っ と のビ ジョ ン を 多く の平塚在住ママ( パパ) と 共感する ために発信でき る 状態
を 作る こ と 。 ( 例： 他地域のママ団体と の違いが何かなど を メ ン バーや地域の人と 共
有する こ と )  )

月 １ 日 ～ 令和７ 年

６  実施し た内容
①リ ーフ レ ッ ト 制作
4月21日　 コ ア メ ン バー事業キ ッ ク オフ MTG( 5名参加)
5月25日リ ーフ レ ッ ト 企画会議( 6名参加)
6月8日、 リ ーフ レ ッ ト デザイ ン 打ち合わせ( 6名参加@オン ラ イ ン )
8月24日コ アメ ン バーMTG
10月26日　 リ ーフ レ ッ ト 編集MTG( 5名参加)
12月28日リ ーフ レ ッ ト 掲載キャ ッ チコ ピ ー作成( 5名)
1月19日リ ーフ レ ッ ト デザイ ン 案確認MTG
2月8日リ ーフ レ ッ ト 写真撮影
3月リ ーフ レ ッ ト 印刷
3月31日リ ーフ レ ッ ト 配布お披露目会( ひら し んホール。 参加者16名

②組織力強化講座実施
8月18日「 ブラ ン ディ ン グ講座実施」 ( 参加者8名)
12月1日フ ァ イ ナン シャ ル講座( 参加者5名)
3月16日「 わっ てら かにて組織力研修」

③ママぎゅ っ と フ ェ ス 実施
7月13日　 ママぎゅ っ と フ ェ ス 企画MTG
7月　 ママぎゅ っ と フ ェ ス 参加者募集開始( イ ン ス タ ほか)
サポート 企業の募集
2024年9月　 ママぎゅ っ と フ ェ ス 実施告知開始( イ ン ス タ ほか)

④新規親子イ ベン ト 出店、 新規イ ベン ト の立ち上げ
2024年11月/12月/2月　 コ ア メ ン バによ る 親子イ ベン ト 「 ハイ タ ッ チイ ベン ト 」 にて
ママぎゅ っ と 団体告知( ママパパ記者募集)
2024年12月2日　 「 おやこ でぎゅ っ と 」 実施( 参加者5名)
　
・ ママ記者研修は希望者と タ イ ミ ン グ が合わず実施でき ず
・ ママぎゅ っ と サポータ ー企業募集開始( ママぎゅ っ と サポータ ーHPでの告知を 拡大
する と こ ま ではいかず)

事業の実績（ 実施内
容・ 実施日・ 場所・ 参
加人数、 作成数など ）
について具体的に記入
し てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があっ た場合はその変
更点と 理由を 記入し て
く ださ い。
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９  今 後 の
　  活動計画・
　  事業展望等

事業について今後も 継
続的に行う も のであれ
ば、 その計画や、 団体
と し ての今後の活動計
画・ 事業展望等を 記入
し てく ださ い。

①平塚市の商店会、 各種団体、 市民活動団体、 支援団体、 企業に向けて
リ ーフ レ ッ ト を 配布、 設置する ためのス ケジュ ール作り を 行う

②デビ ュ ーし たママパパ記者含め、 定期的にママぎゅ っ と の
記者研修を 実施する と と も に、 記事執筆のための型を 作成し 、
記事を 書く ハード ルを 下げる 。

③sopoの運営体制を 構築し 、 定期的に記事ア ッ プを 行う こ と で
ママぎゅ っ と の認知を 高め、 子育てし やすい街づく り を 目指す。

④他団体のコ ン セプト 作り や、 団体運営のサポート 、 代表代行を
行っ ていき たい。 「 ま ご ぎゅ っ と 」 になっ ても 活動を 続けら れる よ う な
団体であり たい。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

事業を 実施し たこ と で
良かっ た点、 得ら れた
成果、 確認さ れた効果
など について記入し て
く ださ い。

①リ ーフ レ ッ ト が完成し 、 企業サポータ ーを 募る 準備ができ た。

②ママぎゅ っ と フ ェ ス への新規参加ブース ５ ブース
平塚市を 中心に活動する ママパパと の新し い繋がり が出来、 記事執筆の依頼も あ っ
た( 記事12本作成) 。

③新規イ ベン ト へのママぎゅ っ と の出店ができ た( 11月、 12月、 2月参加)
ママぎゅ っ と フ ェ ス やママぎゅ っ と 企画のイ ベン ト に出店し てく れていたママさ ん
が独自のフ ェ ス を 立ち上げ、 そこ に協力出店する こ と ができ た。

④リ ーフ レ ッ ト 作成の過程で、 ママぎゅ っ と のコ ン セプト が明確になり 、 他団体や
企業、 参加し たいママパパへの説明力が上がり 、 問い合わせに対する 対応力が上
がっ た。

⑤新し いコ ア メ ン バーがママぎゅ っ と のコ ン セプト を 大事にし た独自の親子向け企
画を 立ち上げ、 実施する こ と ができ た。

⑥新規ママパパ記者問い合わせ( 3件)
ママぎゅ っ と フ ェ ス の参加者、 「 ハイ タ ッ チ」 イ ベン ト の参加者、 コ ア メ ン バーの
身近なメ ン バーから の問い合わせがあ っ た

８  反省点・ 課題
①リ ーフ レ ッ ト の印刷が遅れてし ま っ たこ と によ り 企業への配布や、 訪問がま だ口
頭ベース でし かでき ていない。

②ママパパ記者への記者研修がタ イ ン グ が合わず、 実戦から ス タ ート する ママ記者
がいてフ ォ ロ ー体制ができ ていなかっ た。

③依頼があ っ て執筆し た記事を sopoにア ッ プする に至っ ていない、 ママぎゅ っ と
フ ェ ス など を 通じ て取材先の候補が増えたが記事化に至っ ていない。

活動・ 事業を 実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を 検討し た
り 、 解決を 図っ た場合
は、 その内容を 記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書 ※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

寄附金

 

 

Ａ Ｂ

項　 　 目

35, 000 35, 531

（ 35, 000 ） （ 35, 000 ）

70, 000 70, 000

（ 70, 000 ） （ 70, 000 ）

60, 000 60, 000

（ 60, 000 ） （ 60, 000 ）

5, 000 5, 265

（ 5, 000 ） （ 5, 000 ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

Ｃ 170, 000 Ｄ 170, 796 Ｄ －Ｃ

（ 170, 000 ） （ 170, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 170, 796 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円 【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額を 記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を添付し てく ださ い。

170, 796 0

支出合計 170, 796 796

講師費 60, 000 0 講座3回( 1回20, 000円)

雑費 5, 265 265
会議費( 1200円/ひら し んホール) プロ ジェ ク タ ー代( 1700円/ひら し んホール)
メ モ帳5個( 2, 365円)

Ｂ －Ａ
796

具体的な内容（ 積算根拠等）

リ ーフ レ ッ ト 印刷
費

35, 531 531 リ ーフ レ ッ ト 印刷2, 800部( A3 両面二つ折り )

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

リ ーフ レ ッ ト 制作
費

70, 000 0 デザイ ン費 40, 000円( ４ ページ分) 　 　 編集費　 30, 000円

収入合計 170, 000 170, 796

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

170, 000 170, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

0 796 796
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